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応募経緯＆目的

�応募経緯
・化工的ଳਡは現実の生産技術でनのेうに૽にয়つのか？
・企業と研究室の違いは？
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�目的
・化学工学の重要性を学ぶ

�自分にਂଌしているものを学ぶ
・企業と研究室の違いを感じる

�働くことへのイメージをつかむ



研修テーマ
�৚ଡ଼用プリント基板੿ଲ工程
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ガラスクロス

エポキシ含浸 乾燥 裁断

�プレス工程のスケールアップ
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ആ২分ഘの৅生多段プレス

য়ठ上がり時間の६レ ∆t

�ໂ化২のংラつき要౤

৯৓؟ആ২ীഘ॑計算पेढथ੒ीৄ஋ुॊ
→計算と実測の比較検証

プレス
プリント基板
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http://www.sumibe.co.jp



研修内容
�計算モデル
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非定常１次元熱伝導方程式：
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差分法で計算

�実測方法
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各板に熱電対を挟み、
各板൐のആ২を実測

事৐に用ਔされたシミュレーションプロॢラ঒をਹ用して計算

多段プレス

熱電対



研修で学んだこと
�化学工学と生産技術

・化学工学的ଳਡ（ச২・਴ཀྵ・ઽ੍）の重要性
（今৚は伝熱のச২に特にି目しました）
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�企業と研究室の違い
・਍৸へのਔ௙＆時間へのਔ௙

�シミュレーション技術の有用性
・伝熱計算を始めとして、

様رな現଴の੒測をষなうことができる



休日（৵൒ষ）
�ଅ曜日：社৩さんに৵൒ষに৴れていってもらいました
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富士急ハイランド
三保の松原

�日曜日：散歩してました



休日（食事）
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後輩へ

�化学工学の現場での扱われ方を実感できる
・今まで勉強してきた内容の実践

�企業で働くイメージをつかめる
・実際に働いてみないと分からない

�化学工学会のインターンシップは特に化学工学の
ઞわれ方を実感するのにଐいਃ会だとઓいます

・普通のインターンと違って、化工学会からのインターン
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早稲田大学 藤田 誠


